
近世

金沢市涌波町地内

令和６年７月～令和６年９月

　土清水
つっちょうず

塩硝蔵
えんしょうぐら

跡
あと

は、江戸
えど

時代
じだい

に火縄銃
ひなわじゅう

などに使用されていた黒色
こくしょく

火薬
かやく

を製造
せいぞう

して

いた施設
しせつ

で、辰巳
たつみ

用水
ようすい

の附
つけたり

として国
くに

史跡
しせき

に指定
してい

されています。

　今年度
こんねんど

の発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

は史跡
しせき

整備
せいび

に伴
ともな

い実施
じっし

され、火薬
かやく

の原料
げんりょう

を保管
ほかん

していた建物
たてもの

で

ある硝石
しょうせき

御
おん

土蔵
どぞう

跡
あと

の礎石
そせき

や周辺
しゅうへん

に廃棄
はいき

された瓦
かわら

などを確認 しました。

わ く    な み　 い    せき　　　　つ っ  ちょう   ず   え ん  しょう   ぐ ら  あ と　　   はっ   く  つ  ちょう    さ

大桑簡易グラウンド

概 要

場 所

調査期間

時 代

硝石御土蔵跡の礎石

案内図

硝石御土蔵周辺で出土した瓦

調査地点

調査地点


